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実施・運営
方法

○耐用年数（４０年）を経過した配水管を、漏水履歴等を考慮して優先順位を決め、計画
的に更新する。（毎年約15.0kmの布設替え延長を目標値とする。）
平成22年度
約14.3kmの老朽管を更新した。
事業実施にあたり建設係5人で分担し当事業の設計から工事発注、監督まで従事しまし
た。

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

○老朽管の更新を進め、地震災害や自然漏水の被害抑制を図る。
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二
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評
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判定理由 一次評価のとおり

B 市が実施(改善が必要)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

　耐用年数（４０年）を経過した老朽管は、自然漏水が多くなってきており、事業が廃止さ
れれば、地震災害が発生した折には管の破損等による断水により市民生活への影響が
大であります。

判定理由

市が実施(改善が必要)

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 B

　計画的な老朽管の更新を進めるため、更新路線の年次計画を常に道路管理者、河川
管理者および他占用者の今後の整備計画等の情報を把握しながら作成し有効かつ効
率的に整備を進めていきます。

　目標値に向け計画どおり事業を進めていけるよう、道路管理者、河川管理者等との事
前調整を綿密に行う必要がある。

老朽管の更新を進める

　

事業目的の
達成状況

　耐用年数（４０年）を経過した老朽管を、平成３０年度末までに155.5km計画的の更新す
る目標値に向け、毎年約15.0kmの布設替を進めているが、平成22年度実績としては、
繰越工事により5.0km程度の遅れが生じている。
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